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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この度、名古屋大学は、

平成29年度省エネ大賞　省エネ事例部門　資源エネルギー庁長官賞　（業務分野）

を受賞いたしました。

受賞テーマは、

「低炭素エコキャンパス実現に向けた、教職協働によるエネルギーマネジメント」

です。

本学のエネルギーマネジメントの取り組みは、今年度11月に受賞しました、

サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）

第３回サステイナブルキャンパス賞受賞 　と合わせて 　W受賞　となります。


本学は、名古屋市　最大のエネルギー消費事業者　でありまして、　

エネルギー削減　には　真摯な姿勢で　取り組む必要がございます。　

また大学という立場から、　地球環境保全に対しては、世の中の先導的役割を

果たす必要があるため、　早期にエネルギーマネジメント体制を確立し、

長期に亘って　全学をあげて、　省エネルギー対策　に取り組んできました。

今回は、この取り組みと省エネルギー成果について評価されたもののです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本学の 施設整備の 言わば　バイブル である　キャンパスマスタープランでは、

30年先の長期ビジョン　と　今後6年間のアクションプラン　を定めています。
 
マスタープランでは長期的な目標として、
「世界水準のサステナブルキャンパスの創造的再生」を掲げ、

この達成のための　運営コンセプト　として
　
「低炭素エコキャンパス実現のためのエネルギーマネジメント」　を設定しています。
 
CO２排出量の削減目標は、　2005年度比で、

キャンパスマスタープラン2010では、2014年度までに２０％以上削減とし、
　　　　　マスタープラン　2016では、2024年度までに３０％以上削減を掲げております。
 
この数値目標に対する「CO2削減アクションプラン」は、

このように　「施設 整備面」、「施設 運用面」、「次世代対応」　の観点から　

詳細項目　を設定し、　現在、実行または着手しているとことです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような長期にわたる包括的対策による省エネルギー効果により、

CMPで定めた評価手法に基づくと、
 
2005年度実績に対して、2015年度までに　24.7％　の　CO2排出量を削減しました。

これは、2006年度からの「累積エネルギー削減量」　としては：　57,194ｋLに相当します。
 
また、　省エネルギー法にもとづく　エネルギー消費原単位では、

2009年度から2015年度に亘って1%以上削減を達成しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

本学の　施設整備、 運営・管理は、キャンパスマスタープラン　の方針に
基づいて実行されます。
 
本学では、この運営を　キャンパスマネジメントにより支援しており、　この3本柱が、

デザイン、エネルギー、ファシリティの　3つの　マネジメントとなります。
  
また、このマネジメント体制は、

教職協働による　キャンパスマネジメント・グループが　　中心となり、

主に学内構成員の　協力　を得ながら運用されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

教職協働によるエネルギーマネジメント体制が構築されてから、

今年で19年目を迎えています。
 
この長期にわたる活動から、

学内では、多種・多様な省エネルギー対策が実践されており、

その内容はご覧のように、包括的で、継続的なもの　となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
 
まず、 建物をつくる 際の配慮として、

施設整備の「標準仕様」の策定し、運用しており　優良な　建築ストックの形成　
に務めています

また、建設の際には　インハウス・ビルコミッショニング（性能検証）を行い、

企画・設計要件書（OPR）を発行して、　建物のエネルギー性能を　明確化し、

設計時にその目標達成を確認、　竣工後も実績値にて、その性能を確認しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、新営建物でOPRを発行した建物になりますが、上段は検証済みの建物となっています・
研究所共同館Ⅰでは、わずかながら目標値に達成していませんが、それ以外では省エネ目標を達成している状況です。

また、下段は検証前の建物ですが、ＲＩは建物が完成し今後の検証を行っていく予定です。
また、ＣＲ・ＣＲ研究棟は建設中の建物となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、　既に建設済みの　建築ストックについては、

中長期保全計画を　他の国立大学に先駆けて　策定し、

特に　大規模な　空調設備の更新　や　LED照明への移行　を計画的に行っています。


また、附属図書館, 動物実験施設, 附属病院等　の大規模な空調熱源改修　などは、

国立大学としては、　先駆的にESCO事業化し、 外部資金による設備更新・大幅な
省エネルギー効果を得ています。


また、小規模な機器更新などは、　省エネ推進経費　の財源を確保して対策しています。

これは、地下水の浄水化サービス事業から得られる、上水使用料金の削減利益を

省エネ改修補助金として活用する本学独自の仕組みで、

省エネ・省コスト・老朽化対策において有効な、学内版ＥＳＣＯとも言える

好循環な仕組みとなっています。

実験機器の更新や、省エネルギー診断、網戸の設置などに充てられています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全学をあげた　構成員の省エネルギー活動については、

夏季・冬季の節目に、省エネ・節電実行計画を策定し、

全学で取り組む　重点項目　を　毎回定めて活動しています。


学内では、その他、構成員による　「省エネ・ソリューション活動」　を行なっています。


キャンパスマネジメントグループが　プロジェクトを管理し、

ユーザー・　施設管理職員・　施工業者などで　エキスパート会議を行って、

省エネ対策の内容　や　資金について、具体に検討を行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
名古屋大学では、学内を実証フィールドとして、様々な省エネ対策を実証し、

効果を確認した項目については、学内水平展開を図ってきました。

 
企業主体で省エネ提案・学内実証を行う　「フィールドテスト」、

また、キャンパスマネジメント・グループが、企業と実践的な共同研究

の成果は、　施設整備に反映させています。

また、　学内構成員が参加する活動に、　「エネルギーマネジメント研究・検討会」　があり、

2004年の設立以来、今日まで活動しています。

 
この会は、文理融合の教員、学生、職員などから成る、有志の省エネ　活動組織　

であり、学内のエネルギー問題に対して、各々の立場や興味に沿って、

省エネ対策の　実証評価　や　開発、　　調査・分析　　を行ってきました。

 
この成果は、年度末の成果報告会で学外にも広く発信しており、

昨年までに12回を開催、約2,000人の参加を得ています。

 
このように、学内でのエネルギー対策に関する成果は、

様々なシーン・媒体で報告・公開して社会に還元しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の受賞内容をまとめますとこのような内容となります。

省エネルギー成果としては：

2006～2015年度の省エネルギー量の累積は57,194kLにおよび、
大学全体のエネルギー消費原単位は、

2009年～2015年に　年1%以上削減を達成


しております、　以下、この達成に至った手法論について、順にご紹介して参ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の受賞内容をまとめますとこのような内容となります。

省エネルギー成果としては：

2006～2015年度の省エネルギー量の累積は57,194kLにおよび、
大学全体のエネルギー消費原単位は、

2009年～2015年に　年1%以上削減を達成


しております、　以下、この達成に至った手法論について、順にご紹介して参ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、学内では、学内構成員による
既存設備の省エネ・ソリューション活動を行なっています。

キャンパスマネジメントグループがプロジェクトを管理し、
ユーザ・施設管理職員・施工業者などでエキスパート会議を行って、
省エネ対策の内容や資金について、具体に検討を行っています。
 
スライドにありますのは、化学系実験室の 給排気設備の

最小換気量を見直し、半減させた例で、

この結果、80万円の改修コストに対して、
3か月で約100万円の省コスト効果が得られました。
 
このような事例をファイリングし、好事例については、
学内既存設備の改修対策として水平展開を図ることを考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
持続可能な社会形成は可能なのか？

名古屋大学は、社会の縮図ともみなせるキャンパスで、
サステイナブル化を先導的に実践しています。
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